
西
洋
医
学
史
の
領
域
で
中
世
以
来
の
寓
自
○
口
‐
ご
胃
日
堅
の
と
呼
ば

れ
て
い
る
言
葉
が
あ
る
。
そ
の
適
切
な
訳
語
は
な
い
の
だ
が
、
強

い
て
意
訳
を
す
れ
ば
「
六
つ
の
衛
生
条
件
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

こ
の
四
×
ｇ
ロ
‐
己
四
日
目
房
と
は
、
中
世
に
ラ
テ
ン
語
で
陥
〆
昂
ｍ

弓
邑
ご
自
昌
巴
隅
と
呼
ば
れ
て
き
た
言
葉
を
機
械
的
に
近
代
英
語

に
置
き
換
え
た
だ
け
で
、
そ
れ
だ
け
で
は
英
語
で
も
何
の
こ
と
か

は
わ
か
ら
な
い
。
一
八
世
紀
の
末
ま
で
に
医
学
者
た
ち
は
そ
れ
を

珍
し
い
、
不
適
切
な
名
づ
け
と
呼
ん
で
い
た
。
望
×
９
口
‐
ロ
禺
昌
巴
⑱

と
い
う
用
語
で
代
表
さ
れ
る
そ
の
概
念
は
、
現
実
的
に
人
間
の
健

康
ま
た
は
病
気
を
決
定
す
る
六
つ
の
因
子
の
こ
と
で
あ
る
。

医
学
史
家
は
口
○
亭
ご
異
貝
四
房
の
教
義
の
父
と
し
て
ガ
レ
ノ
ス

を
あ
げ
て
い
る
。
ガ
レ
ノ
ス
は
健
康
と
病
気
と
そ
の
中
間
の
状
態

を
必
然
的
に
維
持
す
る
原
因
と
い
う
も
の
を
考
え
、
そ
れ
ら
を
適

”
中
世
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
衛
生
思
想
醗
〆
目
（
）
目
‐

目
色
計
巨
周
回
一
ぬ

平
尾
真
智
子

度
に
あ
た
え
る
こ
と
が
健
康
で
あ
り
不
適
切
に
与
え
る
こ
と
が
不

健
康
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
己
○
口
‐
目
目
国
一
の
は
ガ
レ
ノ
ス
の
著

書
『
医
術
」
、
「
健
康
の
保
持
に
つ
い
て
」
、
『
初
心
者
の
た
め
の
脈

拍
の
本
」
の
な
か
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

九
世
紀
に
ア
ラ
ビ
ア
で
活
躍
し
た
ョ
ハ
ン
ニ
チ
ウ
ス
色
○
四
二
－

ご
昌
吊
．
ア
ラ
ビ
ア
で
は
フ
ナ
イ
ン
・
イ
ブ
ン
・
イ
ス
ハ
ー
ク
、
雪
中
雪
巴

は
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、
ガ
レ
ノ
ス
な
ど
の
作
品
を
ギ
リ
シ
ア
語
原

典
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
語
に
翻
訳
す
る
第
一
人
者
で
あ
っ
た
。
彼
は
ガ

レ
ノ
ス
的
な
医
学
を
体
系
化
し
た
「
イ
サ
ゴ
ー
ゲ
』
房
僧
○
鴨
）
を

書
い
た
。
房
隠
○
鴨
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
「
手
引
き
」
（
国
口
昏
‐

言
匡
侭
）
を
ラ
テ
ン
語
綴
り
に
し
た
も
の
で
、
こ
の
本
の
フ
ル
ネ
ー

ム
は
《
房
侭
○
鴨
冒
シ
風
①
日
冨
司
四
⑦
巴
の
己
書
で
あ
る
。
こ
れ
を

日
本
語
に
訳
す
と
「
ガ
レ
ノ
ス
の
小
治
療
学
入
門
」
と
な
る
。
言

語
は
ア
ラ
ビ
ア
語
で
あ
る
が
、
中
世
に
広
く
用
い
ら
れ
た
の
は
、

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ヌ
ス
・
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
と
い
う
有
名
な
翻
訳
者
の

手
に
な
る
、
そ
の
ラ
テ
ン
語
訳
の
《
《
旨
冨
邑
邑
冒
房
侭
○
鴇
日

日
５
日
冒
冒
四
日
⑦
巴
①
己
》
↓
と
い
う
本
で
あ
る
。
こ
の
本
は
中
世
の

あ
ち
こ
ち
の
大
学
で
、
医
学
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

こ
の
ラ
テ
ン
語
訳
の
イ
サ
ゴ
ー
ゲ
は
、
一
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
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医
学
史
家
、
ウ
ィ
ジ
ン
ト
ン
（
君
与
冒
哩
○
弓
）
に
よ
り
英
語
に
訳
さ

れ
て
い
る
。

イ
サ
ゴ
ー
ゲ
（
英
訳
）
の
内
容
は
、
冒
頭
に
、
ま
ず
医
学
が
理
論

的
・
実
際
的
の
二
部
門
よ
り
な
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
以
下
の
大
部

分
は
前
者
の
説
明
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
理
論
医
学
で
は
。
．
ご
胃
‐

匡
局
四
房
」
、
「
国
．
巴
×
ロ
○
コ
‐
ロ
凹
庁
口
吋
四
房
」
、
「
目
目
．
の
○
二
庁
吋
四
‐
邑
四
庁
巨
【
四
房
」
、

の
三
つ
を
考
察
す
る
白
の
。
翼
昌
里
の
は
、
い
わ
ば
自
然
学
な
い
し

基
礎
科
学
で
、
ガ
レ
ノ
ス
医
学
の
基
礎
的
諸
問
題
が
整
然
と
説
か

れ
て
い
る
。
国
の
の
買
邑
○
国
‐
目
目
３
房
は
、
い
わ
ば
衛
生
学
で
そ

の
内
容
は
一
．
空
気
、
二
．
運
動
、
休
息
、
入
浴
、
三
．
食
物
と

飲
物
、
四
．
睡
眠
と
覚
醒
、
五
．
性
生
活
、
六
．
精
神
の
病
気
、

と
番
号
が
明
記
さ
れ
六
つ
と
な
っ
て
い
る
。
昌
の
８
日
目
‐

目
目
昌
一
の
は
、
病
理
学
を
主
と
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
が
、
養

生
法
、
治
療
法
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
医
学
の
は
た
ら

き
と
し
て
は
、
「
健
康
の
保
護
」
「
病
気
の
治
療
」
「
修
復
」
の
三
つ

が
記
さ
れ
、
健
康
の
養
生
法
で
は
、
第
一
に
里
×
己
○
口
‐
目
冒
国
房
の

調
整
、
第
二
に
（
一
）
過
剰
・
病
的
な
体
液
の
除
去
、
（
二
）
の
貝

ロ
○
口
‐
ご
胃
昌
巴
の
の
誤
り
を
正
す
こ
と
、
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
治
療
法
は
、
一
般
的
な
、
特
殊
な
、
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
、

前
者
は
里
×
国
○
ご
‐
邑
鼬
目
３
房
の
順
序
で
人
々
を
取
り
扱
う
こ
と
、

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
実
際
医
学
で
は
、
ｅ
里
×
ロ
ｇ
‐
目
自
国
厨

の
調
整
、
（
二
）
薬
物
を
与
え
る
、
（
三
）
外
科
、
の
三
つ
に
分
け

ら
れ
、
簡
略
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
世
の
の
買
邑
○
口
‐
己
四
目
『
巴
の
の
意
義
と
そ
の
内
容

は
、
近
代
看
護
学
を
樹
立
し
た
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
「
看
護
覚
え

言
」
の
内
容
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
今
後
も
探
求
し
て
い

き
た
い
。

（
慈
恵
看
護
専
門
学
校
）
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